
 

 

 

 

 

樹木用ネームプレートを 

寄贈しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ななくさ厚生院と北六甲台地区の皆さまとの

お付き合いは永く、法人の年報を紐解くと２５

年以上になります。 

当初は平尻公園の清掃から始まり、現在では

北六甲台公園の清掃活動に毎月利用者が参加

し、清々しく清掃作業にあたっていました。 

今年は、新型コロナウィルス感染症の発生・

蔓延に伴ない、全く活動ができておらず、多い

時は年間１１回、北六甲台清掃活動に参加して

いる利用者さんからも「いつになったら掃除に

行けるんかな・・・。」と声を聞き、通年頑張っ

ていたのに・・・と寂しい思いが募ります。 

そのような中、「はあとりぼん企画」の代表

者様より、公園内の樹木たちに付けるネーム

プレートを作成して欲しいと依頼を受け、数

ヶ月を経て、先日（１２月７日）に無事ネー

ムプレートをお渡しすることができました。 

代表者様には、わざわざ厚生院にお越しい

ただき誠にありがとうございました。 



 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 北六甲台周辺の公園内の樹木にプレートを見つけられた際には  

の文字を見つけてみて下さいね♪ 

 

 

 

 今後もななくさ厚生院は、利用者の皆さん、そして今回の様に退所された方の力も結集

して“ワンチーム”で地域貢献／交流活動に取り組んでまいります。  

 こんなご時世ですが、当方ができることはまだあると思いますので、どうぞお気軽にお

声を掛けて下さい。よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

このネームプレートの製作には厚生院を退

所し地域で生活している男性の方の協力も

あり、職員と共に木材やニス等の買い出し

に出掛けました。それ以降の『切り出し』

『研き』『ニス塗り』の工程を頑張っていた

だいた後、半田鏝を使用して『刻印』をし

ました。 

新型コロナウィルス感染症の第３波が

押し寄せているため、お渡しする際に協力

していただいた男性の方にも参加しても

らいたかったのですが、今回は厚生院職員

から代表者様へネームプレート７０枚を

お渡ししました。 


